
 
 

●初年度 ●２年度 ●３年度 ●４年度 ●５年度～

2017年（平成29年度） 2018年（平成30年度） 2019年（平成31年度） 2020年（平成32年度） 2021年（平成33年度）以降

推進協議会の設置

専門部会の設置

推進協議会の開催（年１回程度）

流域全体構想の検討

地域ワーキングの開催（事業実施における必要に応じ）

専門部会の開催（必要に応じ）

（継続開催）

（継続開催）

流域全体構想の推進・更新

短期目標達成年度

（継続開催）地域ワーキングの設置

（複数箇所を順次設置）

事業実施推進 （継続実施）

地域ワーキング及び事業実施の支援（継続的に）

流域全体構想の策定 （継続実施）

 

１.検討推進体制 

推進協議会の下に、各事業実施地域で具体的な取組を検討・実施推進する「地域ワーキング」設置する。また、必要に応じて「専門部会」を設置し、「地域ワーキング」へ専門的知見からの支援を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：流域全体構想：生態系ネットワークの流域目標や基本方針、推進方策等を定めた計画  ※２：事業実施計画：事業実施に向けた具体的方法を定めた計画 

 

２.スケジュール（案） 

 

今後の進め方 資料４ 

 

『吉野川流域コウノトリ・ツルの舞う生態系ネットワーク推進協議会』 

●開催回数：年１回程度   ●構成：学識者／市町長／行政／関係団体等 計 30 人程度   ●主な役割：流域全体構想※1の策定・推進・更新 

 

『専門部会』 

●開催頻度：必要に応じて開催  ●構成：分野別専門家 各５～６名程度 

●主な役割：地域ワーキングでの検討及び事業実施における専門的知見からの支援 

●主な検討事項 

 

『地域ワーキング』 

事業実施にあたってその地域の関係主体が参加して

具体的な取組を実施推進 

 

●開催頻度：必要に応じて開催 

●構成：事業実施区域の主要関連主体 

   （自治体／地域住民代表／地域団体／企業等） 

●主な役割：事業実施計画※2の策定／事業の効果的か

つ円滑な実施推進／事業実施地域の合意形成及び

役割分担 

 
 

『生息環境づくり専門部会』 

・吉野川流域におけるコウノトリ・ツル類の定着に

関すること 

・吉野川流域の堤内・堤外における生態系ネットワ

ーク形成の効果的推進に関すること 

 

『地域・人づくり専門部会』 

・吉野川流域におけるコウノトリ・ツル類が舞う魅

力的な地域づくりや人材養成に関すること 

・吉野川流域の堤内・堤外における生態系ネットワ

ーク形成の効果的推進に関すること 

支
援 


